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ひ  ビビクシチー…………………肩車 して遊んで、肩 車が眺め いい。
ヒプセー………火 災か ら守 る願 い掛 けた仏様、 火災 予防の祭 り。

ヒプ リー柱松 に東 ね た火をふ って投 げあげ、柱 松 に火を上げ。

ヒブク リュー……ゃ けど して水泡が出来 た、や け どの後の水泡。

ヒプ リジ……火をふ って厄払 いの行事、火で厄 よけす る祭 り。

ヒブクローやけどによ って出来 る水泡 、火傷 したあとの水泡。

しベ リガー 日が立 つ につれ減 って行 く、乾燥 す ると量が減 る。

ヒボデ ンーー・……紐 で も、紐 で もよいので、紐 な らどれで も。

こボ シス ンナ………欠食す るのは食 い止めて、何 で も食べて。

ヒボ ンサキ 紐 の先 に、紐の先 だ けに使 い前 も。

ヒマチ ャー‐暇 などないけが、暇 は使 い様で、時間 は生み出す。

ヒマ シンノ……… 日を増す ごとに大 き くなる、 日がす ぎれば。

ヒマーーミチ………………余暇 になん とか、余暇利用 で使 い方を。

ヒマラメ‐―老齢で 日毎 に性器 も日 も衰え る、 自然現象摂理で。

ヒマ ン トキーー……余暇の利用 で、時間が あいた ら、つ いでに。

ヒマナ リャーーー‐………暇がで きたな ら、暇 な時 間 に出来 た ら。

ヒマ ヒマニ………余暇を利用 した仕事 に、余暇 を生かす生活。

ヒマツナギー…暇 な時間の有効利用で、生 きた時間の使 い方。

ヒ ミンヅラー……………恥ずか しが りや な性格 、表面には苦手。

ヒ ミュウ ミチー…………暇を見て加勢頼 む、暇 ん時 でいいので。

ヒム シル……………………無理 に引 き取 って 、乱暴 にむ しり取 る。

ヒムキ ャ…………太陽 に向いた家 は、 日当た りの よい田んぼは。

ヒムケ…………………南 向 きの場所 、太陽 に向 いた場所の田や畑。

ヒムヤル‐…‐ 暇をや りますか ら、暇をあげましょう。

ヒメーナ ッチー‐暇 に な ったので暫 く体養、余 暇 にな ったので。

ヒメモ ロウチー…暇 を もらって仕事 やめ る、仕事 を退職 した。

ヒメガ ウマ レタ…… ………女の 子 ど もが生 まれ た、女子が生誕。

ヒモ トヒチネ ン‐… ……火災の元は 7年 頭 上が らず、 責任 重大 c

暇 がで きた らお願 い、余暇 に頼みたいので。ヒモ ミチ
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ひ ヒモ ジナイチ ドキ…………腹がす いたのは一時 、少 し辛抱 して。
ヒモ ジュデ ン…空腹 で も我慢 して、少 しの辛抱 も次が美味 い。

ヒモ ツクルー…暇 は作 り出す もの 、正面次第 で時間は出来 る。

しモ ジイゴクー…―紐 を利用 した農耕機械、紐 が重要 な役割 を。

ヒモ トル……………………暇を貫 って退職す る、暫 く休憩 して。

ヒモ ク ンナ……紐を ください、休みを くだ さい、退職 させて。

ヒモ ジーー ……空腹 で我慢が出来 ない、お腹が空 いたので何 か。

ヒモデ ンイイーー‐紐 で もよいので間 に合わせ に、紐が役立つ。

ヒモ ミテ ン……………暇がで きて も、余暇が あ って も役立つか。

とモタクネチーー紐 を まとめて整理 してお く、咄嵯 に役立つ。

ヒ 一ヽチ ョケ‐―弾 いて ください、挽 いて食べ ま しょう、引 くか。

ビー ロ ンーーー……子 ど もの遊 び道具が らす 玉、美 しい色彩が。

い 一チ……・…挽 いて 、弾 いて、引 いて、曳 いて、退 くて休職。

し―チ ョル…。一 一 引いて いるよ う、弾 いて もらって います。

ヒーーチ ャラ ンーーー……弾 いてあげ ない、挽 いてあげま しょう。

ヒーチ ョラ レン……弾 いてい られ ない、挽 く時間がないので。

ヒーータ ンカー………一一一―引いたのですか、挽 きま したか ら。

と一 カグロ 一ヽ―ご弊をかざ して舞 う神楽、神楽 にはつ き もの。

ヒーチ ョキャーー…………弾 いて お けば、挽 いて ほぞんすれば。

ヒーーテ ンーー‐一………退 いて も応援 は します、引 くのはよいが。

ヒヤ ッ トス ルーび っ くりす る、驚 いて立 ち 止まる、急 な事で。

ヒヤ イー………利息 の 事、借 りた金 の利息、借 りたな ら利息 は。

ヒヤ ミズ‐………冷 た い水が入 って困 る田、余 分 な事を言 って。

ビヤ ウ レタ ド……………びやが熟、したの で、 びゃが食べ 頃に。

ヒヤ ミダヮ リー……冷 たい水 は発育が悪 い、適温通量が原則。

ヒヤ コ イ…………冷 た くて美味 しいよ、夏には もって こいの味。

ビヤ ツ ウウイーーーー山芋は古 い弦 の頭を植 え る、元が人事。

ヒヤ イモ ッチク…………利息を払 いに行 く、催促 されぬ う ちに。

ヒヤ ヒヤ……………………危ないか ら用心を、叱 られ ない内に。
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野津原 方言単語 も ここま じじ 4]480語 にな ったんで。 そ

ん中にゃ方言 ジャネエ ケ ン ド 仲間 に入 った もんや ら 使 うと悪

い卑 下す る言葉  差 別 な用語 もアルチ思 うが  方言集ん性質上 コ

ラエテナ。今集めち残 さん とモ ウ ノウナ ッチ消え ち シマ ウ そ

げなこつ―心 配 しち 始めち 28年 あ まり 続編 肛 30号 です。

ご愛読 して頂 いて います 高齢者の皆様  今朝 もお元気 にお 目

覚め と存 じます。健康確認 に洗面所 で も結構  鏡 に向か って確認

チエ ック 手軽 な自分での確認です。 は っきり言え ますか  一つ

話 しかけて くだ さい。『 今 日はいい天気 、 こころ もはればれ、 ラ

リル レロ、パ ピブベ ポ。両手を前 に出 して一落ちないよ。顔の ヨ

ガ ミハーないで すか。言葉 は素直に 出 ますか 一 じゃ お元気 な

証拠です」 今 日もお元気で。毎 日確認 され る 自分 の健康管理

は 自分で確認 して 守 ってあげて くだ さい。健康 は まず幸せの

原点です。 それでは方言単語 に 入 ります。

ひ  ビヤハ ナムギーー ビヤの花が多 い と麦が豊作 、体験の例え。
ヒヤ ッ ト‐一一―一瞬気分が恐怖 に、思わ ぬ事態 に吃驚 して。

ヒヤ ック…………………… しゃつ くり、急 に止 ま らない難渋。

ヒヤケ ^… 陽の当 た りす ぎに暑 さ負 け して、 日光 に焼 け痛み。

ヒユ ッ トコ…………滑稽 な姿形 に、道 化者 に成 り済 ます特技。

ビユ ッ トー急 に動 く動作 、予期せず に動 く、瞬時の出来事。

ヒユル …………………冷え る、冷え こみ、急 に涼 しくなって。

ヒユーヤ ルー 日雇 い賃金を 、一 日分 の賃金を、 日当支払 い。

ヒユ トリ‐……… 一 日賃金の作業す る人、余暇利用の作業入。

ヒユナラ………………日雇 い賃金 な ら、 日雇 いな ら加勢 出来 る。

ヒユ ーータ ンヽ一 瓢箪、滑稽 でのん び り屋の性格。

ヒユ トリン… …日雇 い稼 ぎの、臨時 に働 く便利屋 さん たち。

ヒユ ラ ヒユ ラ……………の らりくらり して、呑気 な性格の人。

ヒユースラ…………捕 まえ所のない、調子の よいはな しだが。
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ひ  ヒヨンヒヨング リ‐…くぬ ぎ、な ら、 などの実 、子 ど もの遊具。
ヒヨ リガユ ウジ……一―天気が よ くて、晴れて い るので、晴天。

ヒヨ ゥロウ…………食べ物 、食料 、牛馬 の資料 など生 きる為の。

ヒ ョイ トス リャ…………………もしか した ら、突然 に変わ るか も。

ヒヨ ッ ト…………… も しか して、急 に変わ ること も、変更に。

ヒョロ リー急 に現 れ て、突然 出て きて吃驚、危ふ く転 びそ う。

ヒヨケー……瓦葺 きの屋根の呼びかた、太陽を遮 る、 日射防 止.

ヒ ョロヒ ョロ………………不安定 な歩 き方、酪 口「 したあ しど り。

ヒヨセ ン…………乾 くの に間に合わず、時間が少 な く乾 かず に。

ヒ ョウカ ンベー……滑稽か場持 ちな性格 、人を愉快 にさせ る。

ヒョク ッ ト…………急 にいわれ、急 な用事が、火急 な出来事 に。

ヒ ョカ ッ ト……咄嵯 にいわれて、突然 な連絡 で、思 い付 きな。

ヒョー シャネェ…………簡単 に出来 た、 いと も手安 い仕 Lが り。

ヒ ョーーグルー…………愉快 に話 しか け る、滑稽 で飽かせない。

ヒョウロクダマーー滑稽であ り人を楽 しく、気が回 らぬ面 も。

ヒ ョイ トメーち ょこっと見たのでは、咄嵯の場作 りに、臨機。

ヒ ョクラス……一人を笑わせ楽 しませ る、時 には嫌気 もあるが。

ヒョイ ヒ ョイ。………気軽 に応 じる呑気者、芯 は強 いが人柄が。

ヒ コイ トンマー……少 しの時間 に、咄嵯の仕 切 りに間 に合 う。

ヒ ョコン ト…咄瑳 に場つなぎが上 手、人飽 かせ しない気使 い。

ヒ ョロー……うっか り して大丈夫、突然笑 い神 、 くせ者助 け船。

ヒワケーノ……… まだ若 い青二歳、熟 さない若 さ。

ヒヮ レタ ンカ‐一乾燥 で割れた地 面、乾燥が酷 くて。

ヒヮ レチー……………割 れた地面 、根が切れ るか も。

ビツ ンツウ…一¨山芋 の弦 につ く芋、山芋の子 ど も。

ヒヮ レタ………………陽が ひと くて地割れ、水不足。

ピン トハ ッルー しっか り削 って、正確 に割 れ る。 難 しい削 り。

ヒンジャワカラ ンーー品だけ じゃ性格 まで は、 見かけょ り心 。

ヒンキ ………………馬 の発情期間、馬の種付 けが 回 って くる。

ハヽ沙
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ひ  ヒンナワ リ 一ヽ 一……品位が悪 いが、見か けが悪 くて、 下品 な。

ビンタン………………頬、 ほ っぺ、面構 え、可愛 いい頬の童女。

ヒンノイ イ………品位が伺 え る、上品な着 こな し、静かな容姿。

ビンボユス リー……………小刻みにゆす る、無意識 にゆす る。

ヒンヌウダ ンカ………突然飲 み こんで、無意 識の間 に飲み こむ。

ヒ ンムク‐…… 見開 いて、大 き く見ひ らいて 、大 きな日で見 る。

ヒンシャ………貧乏 な生活、貧 しい生活 に 1キん じる、心は豊か。

ヒンヒンユ ウナ……艶か しい声、欲求不満 なのか、怪 しげな。

ヒンノ トウゲ…貧乏 の絶頂 に、 これ以 上はないょ うな。清貧。

ヒラク トナル……一誤 りこれ イ ジョウナ し、 ど うで も勝手 に。

ビラ ビラ…………ひ らめか して飛ぶ、風 に吹 き流 されてそよ ぐ。

ヒラテ・―一………平 らな形状 、ひ らたい場 所、広 い平原場所。

ヒラク トウ…………… もうお詫 びの しよ う もない、平身低頭。

ビラッ トトベ ー…………閃か して飛んだ、鮮 やか に宙 に飛んだ。

ヒラケチ…… ……開 いて、広 くあけたあ りさ ま、広 げて受入れ。

ヒラヒラスル……・さや ゆれ るよ うな風情 、蝶が鮮やか に舞 う。

ビラビラツ ウ ジ……………激 しく飛んで行 く、元気 よ く飛んで。

ヒラベ ラ トナ ル……たい らにな って、平謝 りの姿勢 にな って。

ヒラク トナル ……………‐なに も中 しません と謝 る、 これ以上 は。

ヒラクテー… …平 らな形態 、 ひ らたい見事 な物 、見事 な平面。

ビラ リ ト……………あ っさり飛んで、鮮 やか な行動が 日につ く。

ヒ リナガス………たれ流 した醜態、落 と した痴 呆 ぎみ な患者。

ヒリサゲーーチ…………‐失禁状態 の気の毒 な、哀れ さが伺えて。

ヒリヒリーー……酷 い痛 みで疼 く状態、傷以 上の心痛み に悩 む。

ヒ リマ ワス…………あた り構 わず無作法す る、異常 な失禁状態。

ヒリョフ ッチ………肥料 を作物 に施す、追肥 にやれば効果が。

ビ リデ ンイイ………終わ りに走 って もよい最後 まで、初志貫徹。

ヒ リョヤル………………肥料 を施 して、追肥 すれば効果が ある。

ヒ リ………一番 び りで も最後 まで頑張 る、最後 まで貫 くことが。

,/ヽ
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ひ ヒリソコナ ウーす る予定が出来 な くて、用便 だけは きちん と。

ヒ リヒ リスルーーー傷 日の痛みが ひどい、火傷のあ とが痛む。

ヒ リカ クル…一……用便を飛ば して物 にか け る、行儀が悪 いが。

ビリビ リチー小気味 な音 に好 奇心 あほる、紙 を裂 く音 の妙味。

ヒル ゴタ リャ‐一一……飛ばすのな ら、男はつ い場所考 えず に。

ヒルカルデ ンー…午後でよか ったな ら、午後 の仕 事に変え る。

ヒルカルー………午後か らの 予定 に、午後 な ら都合が よいか ら。

ヒル ヌ…………………昼寝 も健康の鍵 、午睡 して寝不足解消を。

ヒルマカ ルー……昼 の明 るい うちか ら、昼間 は気分が乗 らない。

ヒル ウ ジ ョル……疲 れて いい案が浮かばぬ、緊張が あ るのが。

ヒル ョコイ ンー……昼間休みの有効利 用、昼の休憩 は癒 され る。

ヒル ンヒナケー……昼の盛 りの中、昼 の有効 な時間に、 日中に。

しルカルデ ン‐………午後か らで もよかれば、 ごごな らよいが。

ヒルマ ジヨ ビリ…午 前中のお茶の時間 、一体み の日楽 しみに。

ヒル ヒル…………千 あが ってゆ くので、よ く干 し物が乾 くので。

ヒル ……用足 しす る、排尿動作、千 上が る、乾 く、乾 燥す る。

ヒレー ジ ャ……………千上が ります、 よ く乾 きます、排尿 して。

ヒレー ウ イー…平 らな場所 に植えて、 日当た りのよい場所 に。

ヒレ……………………排尿 しなさい、乾 きなさい、千 上が ります。

ヒレタラオ コセ………自分で行 けるよ うな ら起 こ して、便所 に。

ヒレウネ…平 らな畝 に植え こむ、 日当た りの よい場所が よい。

ヒレー トン‐………排尿で きます よ、乾 きます 、千上が ります。

ヒロゲマエ ーチー・―広 げて有効利用、多 くを早 く乾燥 させ る。

ヒロー チキ タ。一拾 って きたので、使 え るもの は有効 に生 かす。

ヒログ リャー広 げて乾燥 させ る、天気を有効 に使 う、開広げ。

ヒロ ヒロスル………―……食 い意地が先 に、食 い物 アサ リハ醜 い。

ヒロシメーー………死去す る、永眠 に、広 く和 め る場所 の意味。

ヒロツクー‐……が さが さ物欲 しが る、心貧 しい醜態 、貪欲 な。

ヒロタキー…拾 ったので生か され る物 、拾 い物 に も命が宿 る。
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ひ  ヒロチクルー……拾 って来 ま した、落 ち穂 か こん なにあ って。

ヒロイグ イー密か に食べ たのでは、 うっか り拾 い食 いは後悔。

ヒロタナー… 拾 ったのな ら届 けないと、拾 ったのな ら本人 に。

ヒロ ヒ I]ス ルー………欲張 り根性が、何で も欲 しが る強欲 な。

とロガ ッチ ヨルー……広が って 見事 に、籾 干 しす る秋の風情。

ヒログ ンナーあ ま り広 げ るとか た ずけが大変 、肝心 な所見え。

ヒl]ゲ タカー広 げた ら平た く千せば乾 きが 早 い、籾干 し大変。

ヒロタカー……拾 ったのな らよ く見つか った、落 と した後悔。

1■ ロー トン…用足 しすれば元気 も出る、整理現 象 は仕方 ない。

ヒロマ リャ……広 くな って利用価値が上が る、 見事な変身で。

ヒロウチ…拾 った ら落 と し主に届 けて、心配 して捜 して いる。

ヒロネーニ ……広 くはないが使 い様では、狭 いのを広 く使 う。

ヒロベ シヨ………ひろげて上手 に使 う英知、有効 に使 う知恵が。

ヒロメテ ンー広 めた と して も使 い方では、 11手 に使 う方法 を。

ヒロワニ ャ……拾 わ な いと食べ られな くなる、早 く収穫 して。

ヒロワ ンカー拾 ったな ら収納 して、無駄 に粗末 に しないよ う。

ヒロオ ドチー…拾 う予定で来 た ら、拾 って い る人 たち も多 い。

ヒログ リャ……広 げて上手 に使 う、時には虫干 しもしないと。

ヒロツーージャガ‐…広 いよ うだが使 うと、使 い方 で広 く生 きる。

ヒロナ ッチ ヨルー広 くな った予定作業、 うま く生 か したか ら。

ヒロネーーデー…広 くな くて も上 手に使 う、使 い方では広 くも。

ヒロノウナ ッター…広か った ものが狭 くな り、 自然 と雑多 に。

ヒンナ ドゲデ ンーー貧乏 はど うで も、心が豊 か な らいずれは。

ビンツケアプラ‐…女性 の髪 につ ける油、気品が現れ る化粧品。

ヒンニ シチ ョルー………昼寝 して います、昼休み に仮眠 して。

ヒンニギ ッチ…‐真剣 に握 り しめて、 よ くよ くのお気 にい りか。

ヒンス リャ…貧乏す ればへ ま も連れナ ウ、貧乏 か ら抜 けたい。

ヒンネセ ンナ‐…………昼寝 しませんか、昼寝 して英気を養 う。

ビンボ ソダチ………育 ちは貧乏 で も心 は豊 か、心豊は幸せ な。
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ひ ヒンニ ュスル……………昼寝 して いるので、昼寝 も健康管理 に。
ヒンキ ンタネツケ……馬が発情 したので種付 けを、生理現 象。

ヒンムク…無理 や りに剥 いて料理す る、乱暴だが手法だか ら。

ヒンネー………昼寝 した無邪気 な姿、老人の昼寝姿 は絵 にな る。

ビン トクル………やは り敏感 な知能、察知が はや いので処理 も。

ヒン ミーチ…乱暴 に剥 いて優 しく受入れ、料理 ではそれぞれ。

ヒンシャデ ン…………貧 しくて も心 は豊かで、貧乏 とは心 の差。

ヒンガイチニ チー…… …日中の繰 り返 し時間、長帳場 な仕事。

ヒンネ ドマーーー昼寝 などはいかがですか 、昼寝 も健康促進。

ヒンガ ヮ リー‐―品位が悪 いと気 を使 うが、 それ ぞれの角度が。

ヒン十 ンカユ ウナ……貧 しいとは どこで決 め る、考えよ うで。

ヒンノ ミャ…………… …丸呑みは用心 して、念入 りに しないと。

ヒンヌグ……引 き抜 いて しま う、乱暴 に取 り去 る、除去す る。

こンセ ンデ ン……貧乏 しな くて も世の中旨 く出来 て る、時 は。

しンタダ レカー貧乏 とは どこで決 め る、豊かで も心 貧かれば。

ビンタ ンヌ。………頬を見て 可愛 いいな ぁ、頬 の色つやは天使 。

ヒンヌグウーーー……………乱暴 に拭 いさる、拭 い取 って清潔 に。

ヒンネモイイガ ノウ……‐昼寝す るの も健康管理 、健康 こそが。

ヒンマガ ッチ……曲が って しまって、悔 しいけれ ど我慢 する。

ヒンユ ウジ‐…… 上品 な年寄 り姿 、年を取 っ手 も可愛 いい老人。

ヒンヨゴーージー… 曲が って しま って、悔 しいが これ も歳か な。

ヒンユ ウシテーガ……‐品位が あ りたいが、 高齢 になれば ご免。

ピンコ シャ ンコー……ピンピン元気で いたいが 、願 って いて も。

ビンコロシャ ン……世の中旨 くは行かぬが 、成 り行 き任せ に。

ピンピンシチ ョルーー……・元気印だか ら、幸 せ人生 に生 きょ う。

ヒンノアタ ァ………品位の後は可愛 いい年寄 りに、嫌われ ない。

ヒンユ ウシチ ョル ノ ゥ。………優 しく素直に嫌 われ ないょ うに。

ヒンノムナヤー‐急 に飲み こんで は危険、 ゆ つ くり落 ち着 いて。

ヒン ミーーチ ミヨ……………ょ く見 さざめて、 きちん と直視 して。
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『 移 り変わ る歴 史の中で生か されて』

歴史には伝承 ゃ民話  時代背景 な どか時 には 素直 に流れ場合
では 淀み とな って忌 まわ しい 時代 も刻 まれて来 た。

『 お もて な し』 は 室町時代か るあ っち 形 こそ変わ っち ょる
ごた るが  日本人 の真心が  人ん心ん奥深 く 残 ぅち ょるよ う。
相手ん心の奥 まで伝わ る そ こに信頼や情愛 が  培われ根づいち
広が っち行 く。施 しの気持 ちがやがて  報 いの場合 に も感謝ん
出来 る優 しい人間同志 の 絆 かん じれん ごた る。

戦時中ん『 学徒動員』が  小雨ん降 る中 じあ 〕́たんが  昭和 1
8年 (1943)1_0月 じゃつた。前後 2780人 あ ま り 学問
の途中かる戦地 に赴 く。戦死の学徒 もあ った よ う。 当時 キま学徒ん

手F:集服役は 免除 され ち ょつたが  戦雲が険 しくなるとそこま じ
進んだ 特殊 な場面 に もな った ごたる。

動物園なんか に ゃゆ う  :｀ イルカ』ん演技が披露 され よる。そ

ん芸の仕込 み に ゃ 指導す る係が一体 とな っち 覚 えさせ る苦労
が あるが  関係者 によると r人 間 とイル カが 一体 とな る信頼 .lが
鍵 になるち言 う。気長 に しか も精魂込め る 指導 は見事 な演技 に
な るもん じゃが  寝食を共 にす る信頼は 根気 のいる仕種。

7年前ん 2013年 く平成 25年 ) こん年 に東京五輪決定 も
あ つたが  東 日本 の災害 か る 2年 半過 ぎた 復興の さなか じゃが
決 まった意欲 は 招致 によ っち経済復興や  厳 しい世界の中 じの
おかれた 立場を知 って欲 しか った理 由 も あ っち消費税の 8パ
ー セン トに 踏み切 る決断 も迫 られち ょつた ごた る。年 間国家予
算 も 100兆 を越す ごた る。戦 時の昭和 15年 《80年 前》頃ん
予算 なた しか『 270億 』 ぐれ ち  うろ覚え に覚えち ょるが  さ
て これか るな ぁ。
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『谷水利用ん 自家発電』

浅内国有林 は長 い年月 管理が行 き届 いち 定期的 に伐採す る
こと じ 跡ん補植 も計画通 りで き 常 に有効活用が され よ った。

伐採の際 にに ゃ管理者が  管理指導 した仕 事が順調 に出来  そん

住み込みん 人 たちん 生 活全般 に も心 くば りされ  野 津原でん そ

ん当時は 珍 しい自家発電が現地 じ されち ょつた。

美 しい谷 水が利用 され ち 炊飯ばか りが生活環境 も ラ シオが

聞 ける優れ た生活が  約 束 されち休みん他 は 現地でん勤務が
さほど不 自由の う過 ごされ  休みに町 に出た時ん買:い 物 が  また

楽 しい憩 いの時間  心ん和 む生活 じゃつ た らしい。 山 師か る習 っ
たそん 民謡 は竹 刀踊、 日説 き踊 りや ら 里の盆踊 りに ゃ 覚えた
踊 りに地域民 は 何 よ りん 供養ち喜 び よ った。

幼 い娘姉妹が親の敵を  討つ仕種ん 3人 ペ アん 踊 りに ゃ哀愁
もあ っちそん  素朴 な踊 りん手 に iコ マ ンも実 った話 に みん な
が喜ん じょつ た。 こん国有林 一体んや まなみ :ま  そん 昔 に ゃ南ん
やか ら退治 した 武人たちが都に引 き上 げん途 中  こん峰 じ一夜
を過 ご したが  地元ん人 たち とん交流 に  『 なん と平和 で心ん豊
かな里』 と 世話 にな った感謝の印に 石祠 を建て剣 を 奉 って
:こ の里の人 たちの いつ まで も 幸せ な祈願 を した』 と 伝承 も
されち ょつ た。

人の真心 が通 じ合 う時  そ こにはどん な人で も お 互 いに絆が

結 ばれ る人間同志。 いつ まで も平和で幸せ に 過 ごす ことこそ
何物 に も勝 る宝物でんあろ う。以来 こん 山並 み は常 に  よ り神聖
な場所 と して人が寄 り添 い 人が助 け合 う素晴 らしい 気風 も温
存 され ち ょるごたる。 じゃき自然 と人 も優 しく 人 も寄 り添 いな
が ら よ り幸 せに過 ごせ る そげな もんでん  あ るごた る。 そ し
ら『朝 内長者 』ん 時代 にな っち くる。

′

ノ

′

′
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平成 5年 《■ 995)か る 平成 16年 《2004》  頃ま じ
ん行事歴史ん移 り代わ り 進歩発展 しよ る故郷 じゃ 斬新 な動 き
が 止まることの―ス ク リー ンに 写 しだ されよ る。

1995年 11月 28日  『 街道を行 く』 KBS放 送が  故郷
ん各地を取材 し地区内ん  ボ ラ ンテイ ァ紹介ん  観光歴史 史跡な
んかを 近代生活 と織 り交ぜ ち 風 光明媚 に纏 め られち ょった。
今市かる旧ん諏訪地域が  浮 き彫 りされ ち ス タイルん いい秋葉
山か るん  眺望 をバ ックに紹介 されち ょつ た。

野津原宿場 町 じゃ加藤清正ん  ゆか りん寺 や神社  江戸期 そん
ままん広 い宿場町往還が  400年 の時を味合わ せち もくるる。

遺徳忍ぶ今 も継承 さるる  『 清正公 まつ り』ん  ロマ ンが浮 き彫
りさるる 祭 り物語ん笛 太鼓ん音が  そ こか ら聞かれ そ う。取 り
まく七瀬川んセセラギは 姿 こす変えてん  清 々 しい流れは今 も
心 ぅ 和 まきち もくるる。

平成 10年 《1998》 NHK大 分か る放送ん 方言調査 に取
り組む野津原 町ん調査 員の 執 念が今 じゃきこす  聞 き取 りも出
来 る古 い生活用語 じゃつ た 方言が刻 々 と堀起 こされ ち 単語だ
けでん 2万語 ぐれ―が  集計 しち冊子 になつ ち ょる。 は じめん
うち ゃ『 ヨダキ ーナ ェ』 ち  言いよ ったそん気持 ち も ユ ウワカ
ルナ ァ。アナ ウ ンサ ーとん  や りとりに時折  :方 言が 出る もん じ
ゃき 大笑 いや ら不安が渦巻 きょ った。

こりゃ-3月 じやつたが  10月 にゃ国民文化祭が  大分県内
ん会場 じあ っち 四辻

‐
峠 じゃ舞台芸能 も そん司会進行 ナ レー シ

ョンも 文化協 会が引 き受 けち 物の見事 に大役果 た しち 思 い
で も残 したごた る。三度 と無 いかん知れん巡 り合わせ  これ も心
豊 か に有意義 な奉仕活動が  実 ったん じゃあ るめ―か。
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◎◎◎ 方言説明 ◎◎◎

か らん ―か らの。 ごた った こと じゃろ う
‐―そのよ うにあ っ

たこと でしょう。虫封 じ…子ど も独特 の病気の対応。通信

部…新聞社が委託 して地域の取材や  連絡をす る人 の仕 事

。野津原ん名 前一神象 3年 《727》 白山権現 を勧請 した

当時  こσ)名 前が出て呼 ぶ よ うにな った。 じゃろ うち・―で

しょうか ら。

か る一・か ら。秋葉山一地 域 にあ る火伏 けの神が奉 られて い

る山。 され ち ょつた一 されていた。 ままん …ままの。 くる

る・…くれ る。 しゃきこす 一だか らこそ。 じゃつた―で した

。 くれ ――か ――くらいか。 ヨダキーナ J一 人義ですね ぇ。 _■

ウヮカ ルナ ァーよ くわか ります。 もん じゃき
‐―もので ケか

ら。 こりゃ―一…これ は。 ごたる一よ うです。あ るめ 一か―

にいで しょ・うか。

かん じれん ごた る一か も しれないよ うです。 そこま し一 そ

こま で`)な
か に ゃ一なか には。 もん じゃさ― ものですか ら

。 さなか じゃが …その さいち ゅうで。 ち ょつた一 そ うな
ン
)

てい ま した。 うろおぼえ じ… うす うす覚 えている程度 で。

93P 国有林 一国の資産で主 に木が植え られている。でん・―で も

,さ れ ち ょつ た一されて いた。 じゃつた らしい一そのよ う

で。 あ っち そん …あ って その。やか ら一悪得 な集団。 そげ

な もん でん 一そのょ うな もので も。あ るごたる一・あ るよ う

です。 そ しち…そう して。

※  今の ヒジ イコター 《辛 くて大変 なのは》将来 ん タ ミー 《為 に》

な る。今ん楽 しみん なんは 《楽 しい事 は》将 来ん後悔 や涙ん

出来 ごち 《ごと》 な る。納 得 ん い く苫労は  買 うてでん 《買 っ

てで も》 しち ょ くん も 《して お くの も》無駄 に ゃなるめ 一 き 《

無駄 にはな らない と思 う》。
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